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日本の自治体で唯一
真珠湾追悼式典に訪問団が参加

問国際交流課Ｔ39・2207

　日米開戦から78年となる12月７
日（日本時間８日）、真珠湾攻撃
による犠牲者を追悼する式典が姉
妹都市の米国ホノルル市で行われ、
磯田市長や丸山市議会議長、市内
の学生ら14人が出席しました。
　ホノルル市との平和交流を進め
てきた長岡市が唯一、日本の自治
体として招待されました。磯田市
長は「戦争を経験した世代が高齢
化する中、両国で若い世代に悲惨
な体験を語り継いでいくことが

大切。市も一緒に取り組んでいき
ます」と語りました。
　訪問に合わせて、ハワイ州危機
管理局を視察。ルーク・メイヤー
ズ危機管理局長から公園を活用
した治水システムや携帯電話の警
報アラートシステム、地元ラジオ
局の多言語災害情報提供などの
説明を受けました。
　洪水などの自然災害への対応は
ハワイ州でも課題であり、今後も両
市で取り組みを共有していきます。

問河川港湾課Ｔ39・
2233、危機管理防
災本部Ｔ39･2262

　
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
る
被
害

を
受
け
て
11
月
25
日
、
河
川
改
修

や
堤
防
強
化
を
求
め
る
緊
急
要
望

書
を
磯
田
市
長
が
国
と
県
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
県
域
を
越
え
た
異
常
な
降
雨
で
、

信
濃
川
の
水
位
が
観
測
史
上
最
高

に
達
し
た
今
回
の
水
害
。
支
流
の

太
田
川
や
浄
土
川
の
水
が
逆
流
す

る
「
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
現
象
」

の
影
響
で
、
市
内
で
も
住
宅
の
浸

水
被
害
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
磯
田
市
長
は
、
新
潟
県
の
益
田

浩
副
知
事
と
国
土
交
通
省
北
陸
地

方
整
備
局
の
吉
岡
幹
夫
局
長
を
そ

　
市
は
、
新
た
な
技
術
や
発
想
で

市
民
生
活
の
向
上
と
産
業
の
活
性

化
を
目
指
す
「
長
岡
版
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
民
間
事
業

者
の
先
進
技
術
や
新
た
な
発
想
を

取
り
入
れ
て
市
の
課
題
解
決
を
目

指
す
「
Ｎナ

ガ

オ

カ

ａ
Ｇ
ａ
Ｏ
Ｋ
ａ
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
Ｉ
о
Ｔ
※
タ
グ
を
利

れ
ぞ
れ
訪
問
。
太
田
川
や
浄
土
川

の
改
修
、
信
濃
川
や
そ
の
沿
川
の

堤
防
強
化
、
大
河
津
分
水
路
の
早

期
改
修
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
12
月
６
日
に
は
、
信
濃
川
流
域

の
７
市
町
や
国
・
県
が
一
体
と
な
っ

て
設
置
さ
れ
た
「
信
濃
川
水
系
緊

急
治
水
対
策
会
議
」
に
磯
田
市
長

が
出
席
。「
大
規
模
災
害
に
備
え
た

新
た
な
視
点
で
の
治
水
対
策
が
必

要
と
な
る
。
市
も
、
災
害
対
策
を

見
直
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
民
と
と
も
に 

防
災
体
制
を
再
構
築

　
市
は
、
市
民
の
声
を
防
災
体
制

の
見
直
し
に
役
立
て
る
た
め
、
地

域
住
民
と
の
意
見
交
換
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
防

災
関
係
者
や
有
識
者
、
消
防
団
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
大
規
模
な
災

害
時
の
避
難
の
在
り
方
な
ど
を
検

討
し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

用
し
た
子
ど
も
の
見
守
り
や
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
学
習
機
会
の
提

供
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導

入
の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
、
12
月
か

ら
２
月
末
ま
で
、
市
民
も
参
加
す

る
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。
そ
の

後
、
性
能
評
価
や
実
施
効
果
を
検

証
し
た
上
で
、
本
格
的
な
導
入
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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ン
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▲益田副知事に要望書を手渡す磯
田市長（11月25日）

▲国や県の職員、信濃川流域の首
長が意見を交わした「信濃川水系
緊急治水対策会議」（12月６日）

▲（上）追悼式典に参加した磯
田市長ら訪問団、（下）視察で訪
れたハワイ州危機管理局

●「P
ペ イ ペ イ

ａｙPａｙ」で手軽さをお試しください
　来館時には、スマートフォン決済アプリ「Ｐａ
ｙＰａｙ」をぜひご利用ください（２月末まで）。

　学習意欲があり
ながら、病気など
により全体で一斉
に行う授業や行事
に参加が困難な児
童・生徒に、分身
ロボット（Ｏ

オ

ｒ
リ

ｉH
ヒ

ｉ
ｍ

メ

ｅ）を使った学習
機会を提供。授業

などに遠隔で参加し、ほかの児童・生徒との円滑
なつながりを保つことができるか検証します。

　トキと自然の学
習館「トキみ～て」
と寺泊水族博物館
にキャッシュレス
決済を導入。利用
者のニーズや利便
性、職員の運用態
勢などを検証します。

　保護者が児童の居場所を確認するた
めに、ＩｏＴタグ（Ｍ

　 マ モ リ オ 　

ＡＭＯＲＩＯ）を
活用できないか検証します。
　児童に持たせたタグを、地域住民の
スマートフォンや、学校などに設置する
アンテナが検知し、位置情報が保護者
に伝わる仕組みです。
　希望が丘小学校の児童と地域住民が
参加して実験を行います。

信
濃
川
流
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
へ

大
規
模
災
害
に
備
え
た
河
川
の

改
修
、強
化
を
国・県
へ
要
望

新
た
な
技
術・発
想
で「
安
全
」

「
学
び
」「
利
便
性
」の
向
上
に
挑
戦

協働での
実証実験

技術
発想

民間事業者との協働を進め、社会実験や
先進技術が集まる都市を目指していきます

長岡市の
メリット

民間事業者の
メリット

〇長岡に適した課題解
決を図れる

〇検証結果を基に、導
入の可否や条件など
を検討できる

〇地元関係者との実験
がスムーズに行える

〇自治体との連携実績
を今後の事業展開に
活かせる

課題

NaGaOKa
オープンイノベーションとは

【見守りイメージ】 

 

…専用アンテナ 
…タグ 
…検知場所 

MAMORIOサーバー
 

 
サーバーを介して
保護者に通知

保護者は職場や外出先から、お子さんの居場所をアプリで確認 

アプリが入ったスマホや専用アンテナで
お子さんのタグを検知 

1

2 3

電子タグで見守りの強化

分身ロボットを使った学習機会の提供 キャッシュレス決済で便利

●緊急要望の主な内容
〇新潟県へ
・太田川、浄土川の改修、水位計・監視カメラの設置
・黒川、黒川流末川の早期改修
・栖吉川など整備済み河川の継続的な河川掘削など
〇国土交通省北陸地方整備局へ
・堤防浸透対策などの堤防強化
・大河津分水路改修工事の早期完成
・内水対策予算の確保

児童が持つ縦
約4㎝×横約
2㎝のタグ

※ ＩｏＴ（アイオーティー）…身の回りのあら
ゆるモノがインターネットにつながる仕組み


